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1 はじめに

ご存じのように、平成7年度補正予算において、全国の大学、研究所等で、 ATMt1シス

テムを中心にした高速ネットワークの整備拡充が行なわれている。

その中には学術情報ネットワーク(文部省学術情報センターが運用する学術研究支援の

ための広域ネットワーク)の ATMの増強も含まれており、もし理想的に進めば、近い将

来、日本中の大学等の聞がATM接続され、今より 2桁以上速いコンピュータ問データ転

送hゃ、音声/映像を含んだコンピュータ間コミュニケーシヨン(テレピ電話/会議/講義)

の普及も夢ではなくなるだろう。

今回の ATMシステムの整備はそういう 21世紀のネットワーク環境へのスタート地点と

いうこともできる。

本学に関しても、第 2次補正予算でこの整備が認められ、平成 5年度に整備された長崎

大学キャンパス情報ネットワーク (NUNet)を増強し、利用者の拡大及び利用方法の高度化

に対応するための整備(設備及び工事)が行なわれようとしている。本稿は、その概要に

ついて説明する。

なお、工事は4月から始まるので、新しいネットワーク全体が稼働するのは、今夏以降

になると思われる。原則的には、今の NUNetと共存するので、利用者への影響ができるだ

け少ないようなゆるやかな導入/増強を予定している。しかし、

・工事の種類によっては一時的にネットワークが不通になる

・センターのサーバの一部の IPアドレスが変更になる

・一部の建屋では各自の端末(パソコン等)の IPアドレスの変更を行なう

等も予想される。これらについては、各部局との事前調整/連絡を行ない、大きな混乱が起

こらないように進めるつもりですので、御理解/御協力をお願いします。

↑1 Asyncronous Tr姐sferMode。現在の電話網や ISDN網に代わる次世代の広域通信網で使用される広帯
域/低遅延な通信方式で、 1つの回線でデータ/音声/画像などをそれぞれの特性に応じて高速に転送でき
る。詳しくは、 4.2節参照。

t2それにより大規模な遠隔計算/出力や実時間の広域分散処理が実現可飽になるだろう。
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2 経緯

まず、 5月末に文部省から、学内 LANの追加整備計画があればその内容を提出せよ、と

いう旨の問い合わせが大学事務局にあり、総合情報処理センター(以下、センター)に相

談が来た時点で回答期限の数日前であった。その時は、センターが平成6年秋に各部局に

対して実施した“学内 LAN拡充希望調査"の結果をベースに、急きょ回した追加希望調査

やネットワーク調整委員の方の意見もとりまとめ、

.ATMネットワーク

・各部屋までの配線と情報コンセント

・マルチメディア利用のためのサーバや端末

を骨子とする回答を提出した。

その後、補正予算による“ATMネットワークシステム"の整備が、全国的にはじまり、 7

月の時点で第2次補正予算に対する大学からの要望として、上記のようなネットワーク追

加整備を提出した。

なお、部局からの希望事項を簡単に紹介すると、ハードウエア面では以下のようなもの

があった。

・部局 LANの高速化

今後画像転送が増える、 1サブネットに多数のパソコンがぶら下っている、 etc

・部局 LANの延長、接続ポート (HUB等)の増設

接続ポートの数の不足、既設のケーブルから届かない部屋がある、教育用端末室の整

備が予定されてる、 etc

・基幹 LANや学外との接続の高速化

wwwの流行、学外との通信が増える、キャンパス聞が遅い、未接続の建屋の救済(ア

イソトープセンター、離れた講義室、会舘等)、 etc

・セキュリティ対策

事務用ネットワークの専用化

・職員/学生用端末やサーバ/周辺機器の学部への設置

端末の絶対数の不足、情報発信、マルチメディア情報の作成/出力、 etc

これら以外に特定サーピス、サポート体制への要望も多数あったが、少なくとも今回の

補正予算による整備の対象外であろう。また、特に人的/体制的問題は、原則的には大学内

努力↑3によって解決していくしかないと思われる。

こうして、本学においても、“ATMネットワークシステム整備"騒動が始まり、補正予

算がつくかどうかはわからないまま、具体的仕様の策定が開始された。

1.予算要求の窓口はセンターが行なったが、内容的には全学規模の整備予算であり、セン

ターが管理する基幹LANやネットワークサーピス用の機器だけでなく、各部局 LAN

の設備や工事、さらには、公共的部門(図書館、事務局)のネットワークサーピス用の

↑3リストラにより体制を改善、予算化してアウトソーシング(外注化)、等。
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機器も、今回の整備に含まれている。そのため、センターでは、各部局内の具体的な設

置/配線場所等の希望をとりまとめるための調査を数回行ない、調整を行なってきた。

2.設備(機器)入札に関しては、センターが仕様のとりまとめを行ない、庶務部、施設

部等を含む全学からの 11名の委員による rATMネットワークシステム仕様策定委員

会Jが9月 18日に設置された。 9月末にようやく予算の内示があり、 10月末に正式な

仕様書及び総合評価基準が決定した。

9月 18日 センター運営委員会及び第 1回仕様策定委員会

10月3日 第2回仕様策定委員会

10月5日 業者からの資料提供期限

10月 13日 第3回仕様策定委員会

10月19日 第4回仕様策定委員会(仕様書原案)

10月20日 業者への仕様書原案公開

10月27日 業者からの意見提供期限

10月30日 第5回仕様策定委員会及びセンター運営委員会

そして、第2次補正予算成立後の 11月6.日に入札公告が行なわれ、技術審査を経て、

12月28日に開札され、(株)富士通が落札した。

センターは今回初めて総合評価方式の入札を経験し、期間が短かったこともあって、

混乱の中で仕様が検討されていったが、最後はしかるべきところに落ち着いたという

のカ可国人的感想である。

3.工事入札に関しては、上記の設備仕様をふまえて、現在、施設部で設計、入札準備が

進められており、 3月中に入札が行なわれる予定である。

実際の工事は、基幹LAN/部局 LANともに、 4月から夏にかけて、順次行なわれるの

で、全体が完成し、テストが完了して新しいネットワークが全面稼働するのは、それ

以降になる(詳細スケジュールは未定)。

4.スケジュール的に年度内完成が無理であったため、設備/工事とも予算の年度繰越し措

置が取られた。

3 システムの概要

今回導入される設備及び配線工事は、以下のように分類できる 0

・全学の基盤設備としての高速通信ネットワーク

一基幹 LANt4の拡大及びATM化

ー各部局 LANhの拡大及ぴ高速化

・全学で共同利用できる(ネットワークを活用した)システム

ーインターネット系情報サーピスシステム(センター)

↑4各部局を結ぶパックボーン(幹)ネットワaーク

↑5部局内のネットワーク
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一文献情報オンライン検索システム(図書館)

一事務部門情報伝達/公開システム(事務局)

ーオンライン情報投影システム(可搬型)

3.1 全学の基盤設備としての高速通信ネットワーク

ー基幹 LANの拡大友ぴATM化(高速基幹LAN)

新たに、 ATM方式(4.2節参照)の基幹LANを設置し、部局間接続の高速化を図る。全

体構成は、図 1，図 2参照。

・各部局合わせて 21箇所(以下、 ATMノードと呼ぶ)に、 ATM交換機とルータ装置を

ベアで置き、それらの ATM交換機聞を多芯光ファイパーケーブルによって、各キャン

パス毎の集線ATMノードよりスター状あるいはメッシュ状に接続(全二重 155Mbps

の速度の回線を複数本)する。

今回、道路を越える必要がある附属中学校も、認可を取って光ファイパーケープルを

敷設し、 ATMによって接続する。

ノード|機器(製品)

一般 I ATM 
ATM I(富士通払7530AS)
ノード|ルータ

(富士通 LR550)
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|W*DホH(cm)I消費電力

144ホ63*25 I 0.8KW 
155-UTP x 4 
155・MMF，100bωeTXI 43*50*22 I 0.5KW 
lOb拙 e5，fddi， etc 

ただし、集線用 ATMノードには 1ランク上の ATM交換機 (E-7550AS)を設置し、インタ
フェースを増強する。また、学外接続用のルータとして CISCO社の 7507も導入する。

・各部局 LANをこのルータと接続して、従来からの TCP/IP通信の高速パックボーン

として ATMを利用する。なお、既設の臼di方式による TCP/IP通信パックボーンと

は共存する(図 3参照)。

・今後、各部局 LANのATM対応機器をこの ATM交換機に直接接続することも可能で

あり、その場合、 (TCP/IP通信以外も含めて)実時間/大容量のマルチメディア型ネッ

トワーク利用や、セキュリテイや信頼性の高い閉じたグループ内通信利用への道が聞

かれる。

・それ以外に、平成5年度のキャンパス情報ネットワーク整備 (NUNet)でつみ残された

場所等、現在未接続または低速接続の建屋のいくつかを、最寄りの ATMノードから

以下の方式で接続する。

高速 LANノード fddi(lOOMbps)による接続

光リピータノード 光リピータ(lOMbps)による接続

ノード |機器(製品)

8witching hub 
(G/J F出tSW2800)
光七r(富士通 F9190RT)
hub(富士通 LH8V)

|インターフェース I W*D*H(cm) I消費電力

I fddi， 100b掛 eTX I 49*32*14 I O.lKW 
10baseT x 25 
lObaseFX， lObase5 
lObaseT x 8， lOb回 e5I 30*15*5 O.OlKW 
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機器等凡例
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図 2 坂本、片淵地区の全体構成

なお、キャンパスから離れた場所にあって NTT等の回線で接続されている場合のよ

うな、 64K-128Kbps程度の回線による接続形態の建屋も若干残る。この形態の接続

をリモートルータノードと呼ぶことにする。

・大規模/複雑な基幹 LANをセンターから効率よく集中的に監視/操作できるように、

ネットワーク運用管理のためのシステムを導入する。

システム(運用主体)I製品

基幹LAN運用管理 |ATM8niffer PT625 
システム(センター)I 8820 mode1150(3台)

FMV・575NA/T(3台)

一部局 LANの拡大友び高速化
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各部局 LANにおいて、接続口の増設、高速接続口の設置、配線系統の整備、さらに、利

用者が容易にネットワーク機器(パソコン等)を接続できるように、部屋の中への情報コン

セントの設置等を行なう。

.ATMノードや高速 LANノードが置かれる主要建屋においては、新たに、建屋内に

ノードを基点とするスター状の高速通信用回線を敷設し、必要性の高い部屋(優先度

順)の中へ設置する接続口(情報コンセントと呼ぶ)↑6まで配線する。この配線は、

-従来と同じ 10baseT方式の通信(最大速度は 10Mbps)に使える。つまり、現在の

部局 LANの hubにつないでいるパソコン等をつなぐことができる。

ーしかも、ノードとの接続においてスイッチング hubという装置を用いているた

め、同じlOb錨 eTを使っても、他人の通信の影響が少なく、混雑していても実効

速度か←下がらない。これは従来が共有型であったのに対して、新しい配線を用い

ると占有型になるからである(4.1節参照)。

ーさらに配線の根元(ノード側機器)をつなぎ換えることで、 100Mbps以上のより

高速な方式 (100b部 eTX，ATM 155-UTP等)を用いた接続も可能になる。

・一方、光リピータノードやリモートルータノードが置かれる(あるいは従来から置か

れていた)建屋においては、建屋内の通信は従来通りの、共有型の 10b槌 eT方式のま

まである。ただし、接続口を増やす/身近な位置に置くために、

-10baseT hubを増設する。

ーその増設 hubまたは既設の hubから、必要性の高い部屋(優先度順)の中へ設置

する情報コンセントまで配線する。

.これらの整備のために導入されるネットワーク機器には以下のようなものがある。

穣幕直Eロ) |インターフェース IW*D*H(cm) I消費電力|台数

100baseTX hub 100baseTX x 8 16*24*6 0.03KW 25 
(GjJ F:槌 tHub100Lite) 
lObaseT swiもchinghub lObaseT x 25 49*32*14 O.lKW 50 
(GjJ FastSW 2100) 100b剖 eTXx 2 
lObaseT hub lObaseT x 8 30*15*5 O.OlKW 100 
(富士通 LH8V) lObase5 

3.2 全学で共同利用できる(ネットワークを活用した)システム

・インターネット系情報サーピスシステム

www、ネットニュース、ネームサーバ等のインターネット系情報サーピスは、現在

でもセンターが行なっているが、利用者やコンテンツの増大に対応するために、高速

ワークステーションや高速大容量 HDを導入し、サーバ能力を強化する。

・文献情報オンライン検索システム

学内 LAN経由で検索できる文献情報サーピスは、現在でも図書館が行なっているが、

利用者、メニュー(対象サーピス)やコンテンツの増大に対応するために、高速ワ-

h壁などに、 RJ・45タイプのモジュラージヤツクが1個設けられる。
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4 

クステーションや高速大容量 HD、高速 CD-ROM等を導入し、サーバ能力を強化す

る。例えば、 CD-ROMで販売きれている文献データベ}スを HDに展開し、オンライ

ンで検索させるようなサーピスを想定している。

・事務部門情報伝達/公開システム

事務業務の中でのネットワークを使った情報の伝達や公開の本格化に備え、本部及び

部局等の事務部門に、

-電子メールや情報公開のためのサーパワークステーション

ーそれを活用するための、 Windows95パソコンによる端末群(電子メールやWWW

を利用するためのソフトウェア付き)

を導入する 0

・オンライン情報投影システム

学内 LANを利用して一般の講義室等で遠隔の情報を投影し、講義、講演、プレゼン

テーションに活用できる可搬型システム(プロジェクタとパソコン)を導入する。パ

ソコンを学内 LANにつなぎ、その画面を 200型までのスクリーンに投影できる。ま

た、通常のピデオ (NTSC信号)も投影できる。

なお、図書館やセンターに保管して、利用時に貸し出すような運用を想定している。

システム(運用主体) |製品

Inもerne七系情報サービス IUltra1 mode1140 42*45*11 l 

システム(センター) I 8820 mode1150 43曳42*10 1 
8-4 Leia2 30*28*7 

、I8820 mode1150 43*42*10 7 2 
FMV-5100D5 42*42ホ13 2 
8820 mode1150 43キ42*10
FMV-5100D5 42*42本13 50 
FMV・575NA/T 30*27*6 

システム I FM-LCP2 27*45*36 

ネットワークの特徴

4.1 伝送路共有型から占有型へ

今回の整備において、従来の

部局 LAN- 1本(ー続き)の同軸ケーブル(lOb部品)を建屋内にぐるりと配線し、イー

サネット方式で通信する。

基幹LAN- キャンパス内の各建屋を光ファイパケーブルでループ状に相互接続し、

fddi方式で通信する。

という形態のネットワークに加えて、全く別の、

部局 LAN- 建屋内の集線点から各部屋へ向けてスタ』状に多数のより対線ケーブル

を配線し、スイッチング型のイーサネット方式で通信する。

基幹LAN- キャンパス内の集線点から各建屋へ向けてスター状に多数の光ファイパ

ケーブルを配線して相互接続し、 ATM方式で通信する。
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という形態のネットワークを敷設する。

最も大きな違いは、伝送路の“共有型から占有型へ、パス/ループ型からスター型へ"と

いう点である。従来の NUNetのような“共有型"はケーブル(配線量)をケチルことができ、

その分“効率的な配線"とされてきた。しかし、配線量が少ないということは、潜在的な総

転送能力が小さいことに他ならないので、より高速/安定な通信が求められるようになって

くると、ケーブルをふんだんに使った“占有型"ネットワークが採用されるようになった。

伝送路占有型は回線の独立性から以下のような一般的メリットか湖待できる。

1.実効転送能力

閉じ 10Mbpsの方式でも、多数の端末が同時に使うと、衝突が起きて実効速度が下が

るが、占有型だとそうはならない。

2.保守性/信頼性

端末と回線がl対 1に対応し、障害の切り分けや波及防止(原因端末の切り離し)等が

容易。ただし、対応をきちんと管理していること、管理しやすいように配線等も工夫

されていることかtstr提。
3.セキュリイテイ

盗聴や妨害が容易ではない。グループ化も可能。ただし、隣接ケーブル聞の混信がな

いことが前提。

4.2 ATMネットワークと光ファイパー配線

今回の補正予算による各大学の整備の題目(目玉jは、 ATMネットワークの導入にある。

技術的にまだ標準化されていない部分が多く、製品もテスト中だったりして、安定して使

いたい/運用したいという立場からいえば、現時点での ATM導入は時期尚早といえるかも

しれない。しかし、とにかく全国的に予算がついたわけであり、少なくともこれが日本の

ATM関連技術/産業の発展を促す結果になると思われる。

ここで、 ATMという通信方式に関して簡単に説明する ([1]，[2J参照)0ATMは将来の広

域網を含めた統合デジタル通信(マルチメディアネットワーク)で使用されることになって

いる。マルチメディアネットワークにおいては、異なる特性の通信を 1本の高速回線上で

多重化して運ぶことが必要である。例えば、データ通信(ファイル転送など)では、 1ピッ

トでも欠けることは許きれず、通信エラー時の再送も含めて最終的には完全に正確な転送

が要求きれるが、一旦全体を転送し終ってから処理するので多少の遅延やその変動は問題

ない。一方、テレピ電話等は、元々のアナログ情報が冗長性を持つので、多少のピットが

欠けてもよいが、逆に遅延やその変動は、音声や画像の再生品質に大きな影響がある。

異なる特性の通信の多重化のために、 ATMでは、

・53バイト(ユーザデータは 48バイト)という短い固定長(セル)で通信を行なうので、

遅延を短くできる。通信がない時は空のセルが送られる。

・セル内に仮想チャネル識別子を持つことで、回線が空いてる限りセルを詰め込んで送信

できる。このように時分割スロットとチャネルが対応じていない(非同期である)点で、

ATM -Asyncronousτ'ransfer Modeと呼ばれる。これは、 STM(Syncronous官加sfer

Mode)、つまり従来の時分割スロヴト固定の多重通信より回線効率がよく、大容量通

信を可能にする。
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.ATM交換機において、セル内の仮想チャネル識別子と単純な経路表との対応だけか

ら、短い遅延時間で中継交換する。

・トラフイツク(輔鞍)制御による帯域保証や優先度等、仮想チャネル毎に事前に定義(申

告)された特性に応じた通信ができる。

なお、ある ATM端末から発せられたセルが、複数の ATM交換機を経由して目的地の

ATM端末に渡るためには、経由する途中の各交換機内の経路表に、その仮想チャネルの

経路(次の行き先回線)が載っている必要がある。一般にこのような経路表を各交換機上に

あらかじめ静的に作る場合を、 PVC(永久仮想回線)と呼ぴ、通信を行なう時点で、最初に

ATM交換機聞で情報をやりとりしながら必要な経路を決定し動的に作る場合を、 SVC(交

換仮想回線)と呼ぶ。

圃園園圃 ATM方式backbone

柿剛叩附 FDDI方式backbone

図 3 基幹 LANのイメージ

きて、この ATM方式の基幹LANに導入するにあたって、以下の方針を採用した。

1.各キャンパスにおいて、主要建屋を結ぶ光ファイパーケープJレをスター状に敷設する。

距離、機器側のコスト等より、マルチモード GI型長波長の光ファイパーを主体にし、

ただし、近い将来の超高速通信(ギガピット級通信)のためにシングルモード光ファイ

パーも含む多芯ケープルとする。典型的には、

・今回の ATM(155Mbps回線X2)用 マルチモード 4芯

-ATM回線増強用 マルチモード 2芯

.非 ATM接続や別系統接続用 マルチモード 2芯

.将来の高速化用 シングルモード 4芯

2. TCP/IP通信の高速パックボーンとして、既設の FDDIネットワークと共存する形で

利用できること(図 3)。
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3.各部局で今後 ATM直結端末を接続できること。 ATM交換機を部局 LANに設置し、

4.3節の配線を活用して端末を接続するために 155MbpsUTPのインタフェースを用意

する。

4.今後ますます学内 LANの無停止性が要求されるので、単純なスター状(集中型)では

なく、保守や障害による一部の機器の停止に対しても強い冗長構成を持つこと。

(a)ルータ間接続 (ATMの仮想チャネル)をメッシュに近くする。

(b) ATM間接続は今後、メッシユやパスバイパスの冗長性を増やせるよう光ファイ

パは余裕ある芯数のものを敷設しておき、また接続形態を変更できるよう全芯融

着し FCコネクタで終端しておく。

5.全学規模のネットワークなので、はじめは、 SVCやLANエミュレーションのような

実績の少ない技術を前提にせず、 PVC接続を利用する。

6.現在及び今後当面の問、基幹LANにおいて最も通信量が多いのは、各部局とセンター

との聞の経路であるが、そのトラフイツクには性質の異なる 2種類のものがあり、こ

れらを分離する(図 3)。

(a)メールやニュース、 W WWサーバ利用あるいはセンターを素通りした学外利用

(ネットワーク系サーピスと呼ぶ)、・

(b)研究用計算サーバの利用と、講義や自習における学生教育用サーバの利用(研究・

教育系サーピスと呼ぶ)、

その結果として、 3.1節のような基幹LANの構成になった。

4.3 高速通信用屋内配鶴

ATMノードを持つ建屋において、従来型 (10Mbps)の通信にも 100-155Mbpsの通信に

も使用できる、 ANSIEIAJTIA 568Aカテゴリ 5準拠の UTPケープル↑7をスター状に敷設

する。 UTPケーブルを使う接続においては、機器 (hubや端末)聞の最大は 100mである。

この長きの制約を考慮して全体の配線(hub等の中継機器の設置)を決める必要があった。

この配線により、今後の高速通信の需要に応えうる建屋内基本配線(幹線)が整備される

ことになる。

l.ATMノードのルータからの UTPケーブルを、 100Mbpsの高速で、 1-数台のスイッ

チング hub(図4のSWH)に接続する。

2.各スイッチング hubを基点に、 UTPケーブルを配線し、情報コンセントで終端する。

最終的には、ユーザのパソコンや hubがこの情報コンセントに接続される。

3.今後の増設や利用形態の変更によるつなぎ替えに柔軟に対応できるよう、途中にパッ

チパネル(モジュラージヤツクパネル、集合コンセント)等の配線盤を置く。図 5参照。

4. UTPケーブルの配線は、原則的に以下のどれかの経路になる。

(a)スイッチング hub→情報コンセント→ユーザのパソコンや従来型 hub

(b)スイッチング llUb→パッチパネル A(メインパネル)→情報コンセント→ユー

ザのパソコンや従来型 hub

h非シールドより対線
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凡例

圃園 155-620陥 ps(光フ 7イパ}

ーー 100MbpS(より対線=UTP)

一一 10地 ps(より対線.=UTP)

⑩ 情報コンセント

国雪スイ汁ング即B(25port)

i パッ チ 川I(mo山 j…a叫

図 4 屋内配線のイメージ図

(c)スイッチング hub→パッチパネル A(メイシパネル)--.;パッチパネル B(サプパ

ネル)→情報コンセント→ユーザのパソコンや従来型 hub

5.従来型 hubから情報コンセントへ配線する場所(部屋)もある。

5 今後の課題

こうして長崎大学キャンパス情報ネットワーク (NUNet)も、ハードウエア的には大きく

拡張/整備され、新しいステップを踏み出すことになったが、今後の課題/問題も多い。

運用管理

・学内 LANの複雑化/大規模化

ATMのような最新技術から相当古いパソコンまで、.多種多様な機器/接続方法/転送

速度が混在する、非均質で大規模なネットワークになってしまった。 ATMが入ること

で(特に使い方を誤った場合などに)どこで何が起こるかわからない(かも知れない)よ

うな未体験ゾーンに入ることになる。
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図 5 パッチパネル(モジュラージヤツクパネル)による接続

そしてそれを運用するスタッフは全く増える目処がない。

・部局 LANのスター状配線

部局 LANの構成要素に、情報コンセント、パッチパネル、スイッチング hub、あるい

はそれらの間の UTPケーブルによる配線等が増えた。これらは、柔軟性のある高速通

信可能な環境を実現するが、柔軟度が高いほど、それだけ各部局できちんと管理する

必要がある。少なくとも、接続経路の変更を行ないたい場合 (10Mbpsから 100Mbps

へ等)に、

-配線を管理・把握する資料とその更新。

一間違い(トラブル)を避け、責任を明確にするため、部局内で許可なく勝手につな

ぎ替えないようにすることの合意。

-不足した時の割り当て調整

等が必要になる 0

・基幹 LANのATM網

センターが管理する基幹LANは今まで以上に手聞のかかるものになっていく。

1.運用の手間

-PVC主体の運用では静的な設定が増えてしまう。

ーそもそも ATMの標準化はまだこれからであり、製品自体もとても安定して

いることが期待できない。
ーさらにマニュアルやノ吹ハウも不十分と思われる



2.ATMアドレス

今後、 ATM直結端末(今はまだボードが高いが)や部局 LAN内ATM網との接

続が発生するので、 ATMアドレスの管理が問題になる。原則的には従来どおり、

一全体の番号計画は、他大学(学術情報ネットワーク)とも整合を取りながらセ

ンターで行なう。

一基幹 LANのATMに直結する装置の ATMアドレスは、センターが振る。

-電気情報工学科のように部局LAN内でATMを導入して、そのローカルATM

網を基幹LAN-ATM網と相互接続する場合は、今の IPサブネットのような

考え方でアドレスブロックをセンターから割り当てる。

3.他の ATM網との接続/相互運用

一学術情報ネットワークの ATM網

-電気情報工学科の学科ATM網
-NTT等の B-ISDNサーピス r

利用/活用

・高速ネットワークを生かす利用法が未成熟

利用技術に関して、 NTTのマルチメデマア実験の一環として、 OLU(On-LineUniver-

sity)プロジ、エクトや IRMN(Inter-RegionalMultimedia Networking)プロジェクト等

が始まっており、一般に、

一高品質のテレピ会議/講義

一VOD(ピデオオンデマンド)

一高度なリモート監視/制御

一大容量/高速リモート入出力

一実時間分散/並列処理

等がいわれているが、実験的な段階であり、高価なハードウ主ア/ソフトウェアが~、要

で広く普及するにはまだ壁がある。

ただ、wwwによるマルチメディアな情報のオンライン表示や、 CU-SeeMeやMBONE

によるオープンな広域テレビ会議等、素朴な“マルチメディア利用"はかなり普及が始

まっている。 [3]参照0

・速度のアンバランス

同ーキャンパス内は確かに高速になるが、キャンパス間接続(1.5Mbps)や接続学外

(6Mbps)の速度はそれより 2桁遅い。よって、現時点では、キャンパス聞で有効に

ATMを使うことはまだ困難である。
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